
　

10
月
８
日
、
国
、
北
海
道
及
び

防
災
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や

連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
、
第
２

回
目
の
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

が
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
泊
発
電
所
か
ら
半

径
30
キ
ロ
圏
内
）
の
後
志
管
内
13

町
村
で
行
わ
れ
、
積
丹
町
を
含
む

２
６
３
機
関
、
７
，
７
４
９
人
の

住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　 

訓
練
の
想
定
内
容  

　

訓
練
想
定
は
、
後
志
管
内
内
陸
部

で
震
度
６
の
地
震
が
発
生
。

　

津
波
は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
国
道
（
沼
前
、
厚
苫
ト
ン
ネ
ル

付
近
）
２
箇
所
で
落
石
、
道
道
（
幌

武
意
）
１
箇
所
で
土
砂
崩
れ
及
び
北

電
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
柱
被
害
が
発
生

し
、
泊
発
電
所
に
お
い
て
も
、
全
電

源
や
全
て
の
給
水
機
能
が
喪
失
す
る

な
ど
の
事
故
が
発
生
。

　

そ
の
後
、
発
電
所
か
ら
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
、
町
内
で
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
空
間
放
射
線
量
率

（
20
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
）

が
計
測
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
か
ら

の
避
難
指
示
に
基
づ
き
、
訓
練
用
に

道
か
ら
指
定
さ
れ
た
小
樽
市
内
の
救

護
所（
小
樽
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

ま
で
住
民
を
バ
ス
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
り
避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
後
志
総
合
振
興
局
に
設

置
さ
れ
た
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
へ

の
職
員
派
遣
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム

へ
の
参
観
、
Ｉ
Ｐ
告
知
機
・
屋
外
拡

声
機
・
携
帯
電
話
の
災
害
緊
急
速
報

メ
ー
ル
に
よ
る
住
民
広
報
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
関
係
機
関
と
の
通
信

連
絡
な
ど
町
独
自
の
訓
練
も
行
わ

れ
、
町
・
消
防
・
防
災
関
係
機
関
72

名
、
町
民
97
名
が
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

  

積
丹
町
独
自
の
孤
立
集
落  

 

訓
練

  

～
防
災
関
係
機
関
の
派
遣
～

　　

町
で
は
北
海
道
の
原
子
力
防
災
訓

練
に
併
せ
、
町
独
自
の
孤
立
集
落
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
午
前
８
時
25
分
の
強

い
地
震
の
発
生
と
同
時
に
管
理
職
が

緊
急
招
集
さ
れ
、
直
ち
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
。

　

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
道
路
管
理

者
か
ら
の
被
害
速
報
や
電
気
・
電
話

事
業
者
か
ら
の
電
柱
被
害
報
告
、
消

防
か
ら
の
家
屋
被
害
報
告
の
ほ
か
、

被
災
地
の
偵
察
と
自
衛
隊
主
力
部
隊

の
誘
導
及
び
積
丹
町
と
の
連
絡
手
段

の
確
保
の
た
め
、
当
町
を
隊
区
と
す

る
災
害
派
遣
部
隊
、
自
衛
隊
11
特
科

隊
第
３
中
隊
（
真
駒
内
）
が
初
度
情

報
収
集
部
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
小
樽
開
発
建
設
部
、
小

樽
海
上
保
安
部
、
陸
上
自
衛
隊
第
11

特
科
隊
、
石
狩
森
林
管
理
署
、
小
樽

建
設
管
理
部
、
北
後
志
消
防
組
合
積

丹
支
署
、（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、

北
海
道
電
力
（
株
）
の
情
報
連
絡
員

14
名
が
11
時
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

に
集
合
。
地
震
被
害
の
状
況
や
災
害

復
旧
に
向
け
た
応
急
対
策
に
つ
い
て

の
共
通
認
識
と
、
緊
急
時
初
動
対
応

の
確
認
を
行
う
た
め
、
町
防
災
関
係

機
関
対
策
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

  

連
絡
会
議
で
は
、
国
や
道
の
防
災

関
係
機
関
か
ら
地
震
に
伴
う
道
路
、

家
屋
、
人
的
被
害
な
ど
の
報
告
が
さ

れ
た
ほ
か
、
実
際
に
通
信
連
絡
訓
練

と
し
て
演
習
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
電
柱
番
号
検
索
（
電
柱
に
表

記
さ
れ
て
い
る
番
号
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
入
力
す
る
と
電
柱
の
位

置
が
地
図
上
で
表
示
さ
れ
る
）
の
活

用
は
、
被
害
状
況
の
把
握
や
被
害
調

査
の
実
施
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
北

北海道原子力防災訓練
～第 2回目となる訓練に２６３機関、１３町村、７，７４９人の住民が参加～

訓
練
の
想
定
内
容

訓
練
の
想
定
内
容

積
丹
町
独
自
の
孤
立
集
落

～
防
災
関
係
機
関
の
派
遣
～

10月８日

ヘリコプターによる住民避難 自衛隊車両による住民搬送
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海
道
電
力
㈱
か
ら
報
告
さ
れ
た
と
と

も
に
、
防
災
関
係
機
関
に
も
活
用
や

操
作
方
法
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
樽
海
上
保
安
部
か
ら
は
、

住
民
避
難
の
搬
送
手
段
と
し
て
考
え

ら
れ
る
海
路
避
難
に
当
た
っ
て
の
巡

視
艇
の
準
備
状
況
や
小
樽
港
及
び
美

国
漁
港
の
波
浪
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

  

消
防
団
員
の
訓
練
参
加

　
　
　
　

    

　
消
防
団
員
、
町
内
小
学
生
の
計
80

名
が
訓
練
に
参
加
。

　

原
子
力
災
害
時
に
住
民
避
難
誘
導

と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
消
防
団

員
に
原
子
力
防
災
対
策
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
行
っ
た
も
の
で
、今
回
の
訓
練
で
、

小
学
生
の
避
難
誘
導
か
ら
救
護
所
ま

で
の
バ
ス
避
難
及
び
救
護
所
に
お
け

る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
験
な
ど
、
避

難
の
一
連
の
流
れ
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

町
、
消
防
団
、
自
治
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
い
か
に
住
民
を
集
合
場
所

ま
で
避
難
誘
導
す
る
か
検
証
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
避
難
誘
導

対
策
検
討
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

防
災
関
係
機
関
と
連
携
し

 

た
避
難

　

～
海
路
避
難
中
止
に
よ
る
代
替

　
　

避
難
も
実
施
～

　　

自
衛
隊
11
特
科
隊
第
３
中
隊
の
協

力
に
よ
り
救
急
車
両
、
ト
ラ
ッ
ク
車

両
で
搬
送
し
た
６
名
の
災
害
時
要
援

護
者
役
を
含
む
17
名
の
参
加
者
（
車

な
ど
避
難
手
段
が
な
い
住
民
を
想

定
）
が
11
時
ま
で
に
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
移
動
し
、
屋
内
退
避
を
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
国
や
道
か
ら
バ
ス
な
ど

の
車
両
支
援
が
始
ま
る
ま
で
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
施
設
で
あ
る
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
待
機
し
て
い
る
間
に
、

国
道
２
２
９
号
の
厚
苫
ト
ン
ネ
ル
付

近
で
落
石
事
故
が
あ
り
、
陸
路
に
よ

る
避
難
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
美
国
中
学
校
ま
で
自
衛
隊
車
両
で

移
動
、
14
時
15
分
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
10
名
の
参
加
者
が
小
樽
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
避
難
し
た
他
、
海

上
の
波
浪
情
報
悪
化
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
巡
視
艇
の
代
替
え
と
し
て
、

７
名
の
参
加
者
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

同
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
避
難
し
ま
し

た
。

　

こ
の
対
応
は
、
防
災
関
係
機
関
対

策
連
絡
会
議
に
出
席
し
て
い
た
小
樽

海
上
保
安
部
の
情
報
連
絡
員
か
ら
連

絡
を
受
け
た
町
、
道
及
び
小
樽
海
上

保
安
部
と
の
協
議
を
経
て
、
巡
視
船

に
比
べ
て
揺
れ
の
大
き
い
巡
視
艇
に

乗
船
す
る
参
加
者
の
年
齢
や
体
調
を

考
慮
し
決
定
し
た
も
の
で
、
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
が
錯
綜
す

る
中
、
自
衛
隊
11
特
科
隊
第
３
中
隊

と
連
携
し
た
臨
機
応
変
な
住
民
避
難

誘
導
が
で
き
ま
し
た
。

 

防
災
関
係
機
関
の
資
機
材

 

展
示
体
験

  　

積
丹
町
で
は
こ
の
他
に
衛
星
通
信

を
活
用
し
、
役
場
屋
上
か
ら
の
撮
影

画
像
を
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
交
流

ホ
ー
ル
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
で
き

る
衛
星
小
型
伝
送
装
置
（
小
樽
開
発

建
設
部
）、
ポ
ー
タ
ブ
ル
衛
星
車
載

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）、移
動
発
電
機（
北

電
小
樽
支
店
）
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
通
信
が
途
絶
え
た
際

の
孤
立
集
落
へ
の
支
援
を
想
定
し
た

各
資
機
材
の
展
示
が
行
わ
れ
、
消
防

職
員
、
消
防
団
員
及
び
一
般
住
民
計

29
名
が
災
害
で
通
信
経
路
が
被
災
し

た
際
の
手
段
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。                      

消
防
団
員
の
訓
練
参
加

消
防
団
員
の
訓
練
参
加

    

防
災
関
係
機
関
と
連
携
し

　
　

避
難
も
実
施
～

防
災
関
係
機
関
の
資
機
材

展
示
体
験

スクリーニング体験

小樽フェリーターミナルへの避難

町防災関係機関対策連絡会議

イオン㈱余市店からの飲食物の提供
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